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トレンドと貢献

• （有機合成化学）

（論文誌校正）

• 査読システムの電
子化

• 電子出版
• XML Publishing  
• DOI and CrossRef
（論文の識別子） 

• 電子ジャーナルビ
ジネスモデル構築

• Open Access 
2005

• 政策関係者への啓
発

• ORCID （研究者
の識別子） 

• altmetrics 
• RDA Tokyo 2016
• G7 OSWG
• OECD 
• Citizen Science
• Blockchain
• バーチャル学会
• DeSci
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Science Council of 

Japan
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Blockchain 
taskforce for 

Chemistry

学術情報流通の変遷とオープンサイエンスへの流れ

Decentralized Science
blockchain

DX for PTA

年間1000投稿のレター誌と500投稿の本論文
誌の査読システムと電子ジャーナルを開発・運用

科学の再オープン化（シチズンサイエンス）
DeSciやバーチャル学会の立ち上げをサポート

オープン化の潮流、論文からデータへの拡張

Mosaic

Google

W3C

Facebook

Youtube
Twitter

Amazon

LINE

ChatGPT

論文誌を電子化したら面白い！

論文、論文誌のDXをしたい！

研究成果の共有・公開の
DXをしたい！

研究活動、コミュニティのDXをしたい！

科学と社会はどう変わるか知りたい！

AlphaGo
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オープンサイエンス政策への貢献と実践
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オープンサイエンスがもたらす科学と社会の変容を政策と実践の両面から促し、モニタリングする調査研究

国際的なデータ共有の
共通質問紙の検討

国際的な活動への貢献
調査、ガイドライン作りへの協力

草の根活動への参画と
政策への橋渡し

国内啓発活動
シチズンサイエンス

学術関連コミュニティとの対話
政策への橋渡し

NISTEP共催イベントの開催等

データを公開する場合の懸念の強さ
（n=1,396,2016調査）

啓発
ルールづくり

実践
事例づくり

政策立案者
向け

研究者、
実践者向け

https://doi.org/10.15108/rm268

G7 オープンサイエンスWGワークショップ
（2019.6)

研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査

専門家派遣

研究データリポジトリに関
する小委員会

ガイドラインを内閣府版の
草案に

科学技術基本計画および
統合イノベーション戦略策定への協力

国内政策作りのサポート
エビデンス提供

共同議長国の専門家として
企画運営をサポート

RDA（研究データ連盟）
の当該IGの共同議長

多様な分野や
セクターとの対話



研究公正とオープンサイエンス

◼ これまでの研究公正が前
提としてきた学術情報流
通、研究活動のゲーム
チェンジが起き始めている。

◼ 2つの方向性

◆これまでの研究公正を
より効率化、より健全
化する動き

◆新しい研究活動に応
じた研究公正のあり
方の模索
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https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.html



今日の（研究者への）メッセージ

Behave yourself (as ever)

お行儀よく （これまで通り）

5



本日の構成

◼ オープンサイエンスの潮流

◼ 学術情報流通のデジタル化、ネットワーク化と研究活動の見える化

◼ 研究評価と研究公正の変容

◼ 学術出版社他の対応

◼ 今後の展望
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歴史から紐解く科学や社会のオープン化

◼ グーテンベルグによるオープン革命

情報爆発
による知の開放

手紙、写本
手書きベース

印刷本、ジャーナル
大量印刷ベース

より
Openな

基盤

「印刷という革命」 白水社
ヨーロッパで、15世紀半ばに印刷本が生まれた後、200年ほどかけて社
会はどう変わっていったのか。
ルネサンス期から科学革命に至る初期近代について，活版印刷のビジネ
スと技術，科学・宗教・文化・教育等への影響について総合的に論じるメ
ディア文化史である。

原題『THE BOOK IN THE 

RENAISSANCE』

https://doi.org/10.1241/johokanri.58.643

・著作権、知財等現在
の法、社会制度の基盤
・学術ジャーナルの発明
と科学の発展も口伝
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新たなオープン化（知の開放）に基づく社会制度と、
方針と運用の再デザイン（新しい秩序）

◼ 科学・知財を取り巻く（人の行動原理を中心とした）本質は同
じだが、情報基盤の変革に応じた再デザインと新しい秩序形成

Future Design

大量印刷と物流が
支えてきた科学と社会

Past Design
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Webが支える
科学と社会

これからの
社会制度に応じた
対応方針、運用

?

http://commons.wikimedia.org/w
iki/File:Activation_energy_ja.svg

新オープン・クローズ戦略

Open
Close
Secret

Open
Close
Secret

Chubin(1985

)

過去から引き続く
社会制度に応じた
対応方針、運用

EC, OECD
の狙い

ICTは進展したが、著作権や知財を含む法律、
社会制度の骨格は旧来のまま

Human Readable Machine Readable

情報爆発
による知の開放

触媒としての政策
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ネットワーク化と双方向性がもたらす新しい価値

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 

Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.

SciVal, 

SciVerse

WOS, InCites
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http://www.visualcomplexity.com/


17世紀に起きた変革と現在

◼ 学術ジャーナルの誕生（1665）
◆ Philosophical Transactions

◆ Journal des Savants

◼ 学会の誕生（1660）
◆ 王立学会

◼ 数学と物理の融合
◆ ガリレオ（1623)

微積分の発明

◆ ニュートン (1643-1727)
ライプニッツ(1646-1716)

◼ 中世－近代の大学の死
◆ 『大学とは何か』 吉見俊哉

◆ 18－19世紀に再生

◼ ジャーナルと査読の歪みの顕在化
◆ 研究データの可能性

◆ プレプリントによる迅速公開

◼ 学術ソーシャルメディアの台頭
◆ 旧来の学会の硬直化

◼ 新たな融合の可能性
◆ AI×〇〇 (AI Ready)

◆ 文理融合

◆ セクター融合

◼ 大学の再硬直化
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成果公開メディア、研究者コミュニティ、
研究機関の非連続な変容を示唆

ロンドンで腺ペ
スト
1665-66

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.
html
（一部アップデート）

総合科学技術・イノベーション会議
第6回基本計画専門調査会（2020）発
表より

COVID-19

2019‐2023

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon6/6kai/6kai.html


COVID-19で顕在化した新旧両フレームの課題

◼ COVID-19によって社会が大きな影響を受け，100年に一度のレベルの歴史的な転換点を迎えている
中，学術情報流通の世界でもこれまでのICTを活用した変革をさらに加速する出来事が相次いでい
る．
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従来の研究スタイル 新たな研究スタイル

研究の進め方 仮説・実証型 データ主導型

成果の公開方法 査読付き論文 プレプリント・研究データ

成果の価格 高価格化（ジャーナル購読料の高騰） 無料・低価格

成果公開までのスピード 査読～公開までの長いタイムラグ 速やかに公開（査読が無いため）

生まれる成果の量 少数の成果 大量の成果

公開される成果の信頼性 査読に基づく高い信頼性
質や信頼性のバラツキ増大（誤った事実やフェイクの
拡散の恐れ）

スタイルの持続性 高い持続性（確立されたビジネスモデル） 不確定（未確立のビジネスモデル）

主要国 欧米日等の先進国中心 中国や新興国の躍進

研究者のインセンティブ ハイインパクトジャーナルでの発表による高い評価 研究実績の先取権確保

有効なシーンや分野 平常時に有効
非常時（今回のコロナ対応等）に有効、技術進化
の速い分野や査読に時間を有する分野に有効

内閣府研究データ基盤整備と国際展開WG（第13回）資料より抜粋



変革の一例（オープンデータ＋プレプリント＋SNS）

◼ システム創成学（チャンス発見学、データ市場創成）の研
究者によるCOVID-19分析

大澤幸生先生提供

データの再利用が進むことで興味関心を持った研究者が分野を超えて自由に研
究を進めて様々な価値を発見する。←オープンサイエンスの予察が現実に

普段の研究の投稿先とは違う
arXiv（プレプリントサー
バー）に論文を投稿して即時公
開し、SNSも活用して幅広い意
見やパートナーを募る

（自発的な）COVID-19に関す
るモデル駆動（シミュレー
ションベース）の解析：自分
の専門的学理を転用

医学、経営系情報学者等と国際コラボ*

市民の啓蒙、生活への導入**

科学
インパクト

社会
インパクトSNSの活用

＋

*
1) UTokyo joins COVID-19 data exchangeA new platform for data collaboration aims to help those tackling COVID-19 https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/en/press/z0508_00118.html
2) An Urgent International Interdisciplinary Project "Conquer Pandemics on Constrained Social Network Models“ http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/covid19challengers.html
**
1)ハマトーク緊急特番： https://otagaihama.localgood.yokohama/topics/1756/
2) 横浜市共創ラボ「Stay Home からStay with your communityへ」 https://www.facebook.com/LOCALGOODYOKOHAMA/videos/212777736728528

COVID-19が加速した例
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この事例では、出版者、図書館、学会が、ほぼ関与していない

オープンデータの活用

プレプリントの活用



研究インパクトの多様化，多次元化

◼ 投稿，査読，出版等の活動が、研究者、研究費、研究機関等、関連の
識別子（ID）と共に今まで以上にまた，瞬時に見える化される時代

◆ 評価する側も多様に

オープンデータを中心に、研究費、
研究者、研究機関、論文、特許、
政策文書などをつなげて多角的に
分析

機械による
クローリン

グ

査読の貢献度を
測るツールも

Dimensions

publons

e-CSTI

2009年にその兆候をレ
ポート

http://hdl.handle.net/11035/2056
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多面性、多次元性を持つ解析ができる時代

計量書誌学から研究活動計量学へ(<特集>計量書誌学を超えて)

情報の科学と技術 2014

https://doi.org/10.18919/jkg.64.12_496

計量書誌学から
研究活動計量学へ

このネットワークから
自身のコンテンツが
見えるかどうかが鍵

ポイント：テクノロジーはすでに様々に用意されている。研究活動がどのようにネット
ワーク化、可視化され、機械（AI）に理解できるようになるかがaltmetricsの発展の
ために不可欠
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識別子の発展による複合評価の時代

従来の研究インパクト計量の解像度が上がり、拡張する

◼ ジャーナルレベルのメトリクス(ISSN, IF)

◼ 論文レベルのメトリクス (DOI, CrossRef)

◼ 著者レベルのメトリクス (ORCID)

◆ 機関レベルのメトリクス （RoR）

◆ 国レベルのメトリクス OECD, NISTEP

科学技術・学術的なインパクト以外への可能性の模索

◼ 社会的インパクト

◆ 経済的インパクト

◆ 教育的インパクト

◆ Etc..

◼ ROI (Return of Investment)

Inter

Trans

Academic

Industry

Society

Domains

Broadening the 
value of
research
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貢
献
者

貢
献
者

貢
献
者

貢
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査
読
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編
集
者

著
者

デ
ー
タ
作
成
者

デ
ー
タ
管
理
者

コ
ン
セ
プ
ト
化

初
期
分
析

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
成
者

資
金
調
達
者

手
法
開
発

調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

テ
ス
ト

デ
ー
タ
可
視
化

草
案
作
成

より上流プロセスへ、多様な貢献者の捕捉

よ
り
包
括
的
、
ト
レ
ー
サ
ブ
ル
に
把
握

識別子による管理
（DOI, ORCID等）

研究プラットフォーム
（研究活動マネジメント、トラフィック管理、ログ、メトリクス）

着想、研究費調達、人材獲得、
執行、管理プラットフォーム

出版/公開
プラットフォーム

データ作成/共有
プラットフォーム

DB
Peer 

Review
System

EJ/

データ
ジャーナ
ル

リポジト
リ

ツール/

サービ
ス

SNSの拡
張

学術システム

貢
献
者

確立

実装

検討

研究が加速、効率化し、研究
者に限らない貢献者が見える

仕組みとサービス

新しい出版、情
報共有の仕組

み

新しいインパク
トアセスメントと
評価への応用

新しい資金獲得
の仕組み

情報管理2016をアップデート
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.737

Blockchainの活用

著者（Author）から貢献者（Contributor）へ
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ツール
サービ
ス

ID
システ
ム

研究活動
プラットフォーム

オープンサイエンス
プラットフォーム

データ共有・保存体制

モニタリング

研究活動の見える化
（資金活用含む）

貢献者の見える化

研究の発展がメインミッション

平時 有事

有事はプラットフォームが
研究公正対応ツールとしてバックエンドに入る

戦略的オープン化による研究関連情報の利活用

オープンサイエンス時代の研究公正

林 和弘. オープンサイエンス時代の研究公正, 情報の科学と技術, 2016, 66 巻, 3 号, p. 98-102, https://doi.org/10.18919/jkg.66.3_98,
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研究プロセスごとの出版
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OCTOPUS

◼ 英・ケンブリッジ大学のAlex Freeman氏←英・Jisc等が
助成するReproducibility Networkの支援

◼ 研究成果の出版のプロセスをProblems、
Hypotheses、Methods/Protocols、
Data/Results、Analyses、Interpretations、
Applications、Reviewsの8個の要素に分解して公開

- 失敗を含めた全ての研究プロセスを、研究成果の一部として公
開することが可能になる。
- 研究成果は即座に公開され、誰でもレビューと評価を与えること
ができる。このことによって、研究が加速する。
- 研究者の個々の貢献を評価することが可能となる。
- 再現性の危機に対する解決策となる。
- 研究者間でのコラボレーションの機会を創出する。例えば、デー
タの収集を得意とする研究者とデータの分析が得意な研究者のコ
ラボレーションが生まれる。研究の各要素の専門化が進むことに
よって、研究の品質が管理される。

https://www.researchinformation.info/analysis-opinion/cambridge-scientist-breaks-old-fashioned-academic-paper

https://current.ndl.go.jp/node/41710

Cambridge scientist 'breaks up the old-fashioned academic paper'
2020年6月23日

2025年1月16日付で、Jisc のニュース記事として「Octopus is now delivering records 
via Publications Router」という報告があり、Octopus に投稿された全文（PDF）とそのメタ
データが、英国の機関リポジトリ等に自動配信されるサービス（Publications Router）を通じて
連携されていることが確認できる



研究者の今後

研究サイクルを支えるツール群（研究の）ゆりかごから墓場まで

◼ 研究者は研究費獲得から研究執行、そして
出版までの研究生活において、より健全な
活動が求められる（Behave yourself, 
someone(AI) is watching you)
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出版者の取り組み

ORCID Trust MarkerRipeta Trust marker

https://ripeta.com/ https://info.orcid.org/interpreting-the-trustworthiness-of-an-orcid-record/

https://fosci.substack.com/ https://stm-assoc.org/what-we-do/strategic-
areas/research-integrity/integrity-hub/
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原稿作成時のAI利用について（2025.09)

• AI利用の透明性確保と研究公正維持のため、論文原稿準備におけるAI利用を分類・整理する枠組
みを提示

• 出版社が独自ポリシーを策定・開示判断できるよう支援

https://stm-assoc.org/document/recommendations-for-a-classification-of-ai-use-in-academic-manuscript-preparation/

No 活動内容 例

1 言語の改善・編集・整形 文法修正、明瞭化（通常のスペルチェック除く）

2 翻訳支援 AI翻訳で原稿言語を変換

3 データ表示形式の整形 図表・補足資料データのフォーマット

4 説明用画像・図の生成 挿絵や概念図の生成（実データ可視化は除く）

5 研究データの可視化 実データからグラフ等を生成・整形

6 コード整形 コード可読性の向上（機能変更なし）

7 参考文献提案 関連文献の検索支援（架空文献生成は禁止）

8 テキスト生成 原稿の一部／全体の自動生成

9 AI生成内容を研究成果として提示 禁止（倫理上のリスク）
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査読付き論文を中心とした研究の生態系（とAIハッキング）

• 査読付き論文の蓄積は、知を積み上げ科学を発展させてきた(on the shoulders of giants)
• 査読付き論文は研究者コミュニティにおける“通貨”の役割を果たしている
• 良い論文（通貨）をどれだけ持っているかが、評判、昇進、研究費獲得と密接につながっている

研究者

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

先行研究

新しい知見草稿
(プレプリント)

投稿論文

研究者
（査読者）

研究者

第3者による査読（ピ
アレビュー）

主に出版者の活動主に研究者の活動

近しい研究者による
事前ピアレビュー

引用着想

編集・出版

図書館

研究

購読

論文

論文

論文

ある知の体系

論文

論文

論文

ある知の体系業績報告書等

私の貢献！

査読済み
論文

できるだけハイインパクトのジャーナルに載せたい ハイインパクトのジャーナルを作りたい

• ほぼあらゆるプロセスにAI
は適用されつつある

• 編集・出版の周縁にも活
用されている
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研究の自動化（ARW）がもたらす多面的な変革の可能性

科学研究の姿を変えるだけでなく、研究成果共有メディアの在り方を変える可能性も

高橋恒一氏
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二方面展開の必要性

1. これまでの個人、組織を取り巻く社会フレーム、ゲームをどちらかと
いうと固定させる立場（短中期的）
◼ 論文、特許情報の電子化、ネットワーク化、複合分析化

◼ 多量で多様なデータを短時間で処理する

◼ AIによる見えない領域の相対的可視化

✓ ゲームの最適化、判断までの時定数を短縮（大学ランキング対応）

2. 新しい組織のあり方の模索を含むゲームチェンジを積極的に取る
立場（中長期的）
◼ 研究データ流通のあり方（デファクト形成に主体的に関わる）

◼ AI,ロボット等を活用した新しい研究スタイルから生まれる研究者・組織のあ
り方（同上）

◼ 研究活動のログを初期段階から取る（より健全な研究評価、知財としては先
発明主義に戻る？）

✓ ゲームを作る、仕掛ける（アカデミアの矜持を保つ？）

24

研究公正においても同様の対応が求められる



短期的視点（5〜10年）の一例：
AIとの「共生」を前提とした研究倫理の再設計

1. 研究プロセスの透明化とトレーサビリティの強化
◼ オープンサイエンスの理念（FAIR原則、CARE原則、責任あるデータ共有など）が、AI時代における再現

可能性と説明責任の基盤となる。
◼ 研究データ・分析コード・生成AIのプロンプト・バージョン履歴までを含めた完全な研究プロセス記録

（Provenance）が必須化の流れに。（そしてコストとの兼ね合いが課題に）
◼ 研究公正＝「研究内容の正しさ」から、「研究プロセスの説明可能性」へと重点が移行。

2. AI支援下の「創造性」と「責任」の境界設定
◼ AIが論文執筆・画像生成・データ分析に関与することが常態化。
◼ 著者・貢献者・AIの役割分担に関する透明な開示（AI Disclosure）が国際的にも求められる。
◼ 「AIの助けを借りた正直な創造」と「AIによる誤導・ねつ造」の線引きを明示する行動規範（Code of 

Conduct）の策定が急務。（ただし、作った瞬間から改訂が必要な状況）

3. 研究倫理教育のアップデート
◼ 従来の「剽窃・改ざん・ねつ造（FFP）」中心から、アルゴリズムバイアス・データ権利・生成物の真正性など

を含むAI時代の倫理教育へ。
◼ 各大学・研究機関は“Responsible AI for Research”教育を制度化し、AIリテラシーと倫理判断を両

立できる人材育成が進む。

4. 新たな監査・検証のインフラ形成
◼ 出版社・リポジトリ・研究資金機関が連携し、AI検出・データ検証・画像フォレンジック（Forensic 

Scientometrics）の標準化が進展。
◼ RDAやCOARなどの国際コミュニティを通じたデータ品質と公正性の相互認証が普及。

「AIの利用を明示し、プロセスを透明化すること」 25
本講演の内容（非AI利用）をベースにChatGPT 5にて作成した例



長期的視点（30〜50年）の一例：
AIと人間の「共創的科学倫理」への進化へ

1. 「研究者」の定義が拡張される
◼ AIが独自に仮説を立て、実験設計を行い、論文を執筆するようになる。
◼ 人間は「真理の発見者」ではなく、「科学的価値判断者（Ethical Curator）」としての役割を担う。
◼ 研究公正とは、AIが生み出す知の意味・影響・価値を社会的に判断する責任へと拡張。

2. 倫理とアルゴリズムの融合
◼ 研究公正の原理がアルゴリズム設計・自動評価システムに組み込まれ、倫理判断が「人間とAIの共同作

業」になる。
◼ 研究不正の検出もAIが自律的に行い、倫理エージェントAIが研究支援環境の常備機能に。

3. 科学の「社会契約」の再構築
◼ 公開・共有・再利用が（局所的にしろ）完全に自動化される社会では、「オープンであること」自体が科学

の信頼性を保証する基盤に。
◼ 研究者は社会との「信頼契約者」として、知の公共性と倫理的説明責任を同時に担う存在へ。
◼ 研究成果は、論文ではなくトレーサブルな知識グラフやAIシステムそのものとして評価される。（“出版”から

の脱却）

4. 「倫理的進化」を評価する科学文化へ
◼ 研究者の業績評価も、論文数ではなく「倫理的透明性スコア」「AI倫理遵守度」「社会への説明可能性」

などの指標で測られる可能性も
◼ 科学コミュニティは、倫理的・文化的多様性を内包する存在へ進化する。（学会のDX）

「AIを含めた知の生成全体を倫理的に制御する社会システムを構築する時代へ」

26
本講演の内容（非AI利用）をベースにChatGPT 5にて作成した例



まとめ

◼ オープンサイエンスの潮流は、長期的には科学と社会を再構成するもの
である

◼ 学術情報流通のデジタル化とネットワーク化が進み、研究活動の見える
化が進む

◼ 研究評価と研究公正のありかたが変わりつつある

◼ 学術出版社はそのポテンシャルを活かしつつある一方で、研究成果の流
通の信頼性をどの様に確保するかが新たな課題となっている

◼ 研究者は研究費獲得から研究執行、そして出版までの研究生活において、
今まで通り、健全な活動が求められる（Behave yourself as ever, 
someone(AI) is watching you)

◼ 当面は短期と中長期のハイブリッドな取り組みが求められる

◼ 研究公正は研究者を守り、研究の健全な発展のためにある

27
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